The Lepidopterological Society of Japan 


WERE Tyô to Ga, 41 (2) : 45 - 49, 1990 


Parnassius E 2 種 の 混 棲 地 に お ける 自然 雑種 雄 交 尾 器 の 比較 
北原 E 
〒 004 札幌 市 豊平 区 羊 ヶ 丘 1 番地 森林 総研 宿舎 2-2-4 


Comparison of Male Genitalia of Natural Hybrids in Sympatric Habitat 
of Parnassius glacialis BUTLER and P. hoenei SCHWEITZER 
(Lepidoptera, Papilionidae) 


Hikaru KITAHARA: 1, Hitsujigaoka, Toyohira-ku, Sapporo-shi, 004 Japan 


Abstract The male genitalia of Parnassiws glacialis, P. hoenei and their natural 
hybrids in the sympatric habitat were compared. Natural hybrids were judged from 
the colouration of abdominal hairs. The male genitalia of each species in the 
sympatric habitat were nearly the same as those in the allopatric habitats. Most of 
natural hybrids had the genitalia of intermediate feature. 
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は じ め に 


前 報 (北原 川田 , 1987) で は , ウス バシ ロ チ ョ ツウ (Parnassius glacialis BUTLER) と と ヒメ ウス バン シロ チョ 
ウ (P. hoenei SCHWEITZER) の 種 間 関 係 を 明らか に する た め , ハン ド ペ アリ ング 法 に よる 人 工 交雑 実験 と 
混 棲 地 に お ける 自然 雑種 調査 の 結果 に つい て 報告 し た . 筆者 ら は その 中 で 、 北 海道 西部 地域 の 数 多く の 混 棲 
地 で , 6 -22% と いら 5 高い 比率 で 自然 雑種 が 発生 し て いる と と を 述べ た . し か し , 混 棲 地 に お ける ウス バシ 
ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , 自然 雑種 の 雄 交 尾 器 の 比較 は 不 十分 な も る の で 、 遺 伝 質 浸 透 あ る い は F, 以 
外 の 雑種 の 混入 し て いる 可能 性 に つい て の 検討 は 行なわ な か っ た . そこ で 本 報 で は , 混 棲 地 に お ける 両 種 と 
自然 雑種 お よび 単 棲 地 の 両 種 に つい て , 多数 の 雄 交尾 器 の 観察 結果 を 示し , これ ら の 問題 に つい て 検討 を 行 
な っ た . 

混 棲 地 に お ける 多数 の 雄 交尾 器 を 比較 検討 する 目的 は , 一 つ は 胸部 や 腹部 の 体毛 な ど で 判 断 さ れ た 混 棲 
地 の 両 種 と 自然 雑種 が , 雄 交尾 器 も 同様 に それ ぞ れ の 形態 を 示し て いる の か , つま り , 体毛 の 色彩 だ け で 識 
別 し た 両 種 と 自然 雑種 を , 雄 交尾 器 の 特徴 を 数 量 的 に 扱う こと に よっ て 明確 に 識別 する 方 法 に つい て 検討 
する こと で ある . も うぅ 一 つ は , 自然 雑種 に は 変異 が 認め られ た が , 多数 の 個体 の 中 に Fi 以外 の 雑種 個体 が 混 
入 し て いる か どう か に つい て 明らか に する こと で ある . これ は , 混 棲 地 の 両 種 や 自然 雑種 個体 の 中 に F: 以 外 
(に FE。 あ る い は 遺伝 質 浸透 個体 な ど が 混入 し て いる 可能 性 を 検討 する た めで ある . 


測定 方 法 お よび 材料 
両 種 の 雄 交尾 器 は , uncus 周辺 以外 は 極め て よく 似 て いる た め , ここ と で は 図 1 に 示し た よ うに, uncus 先 
端 か ら sociuncus 基部 の 膜 質 部 まで の 長 さ a E, brachium 基部 の 膜 質 部 と の 境 か ら uncus の 最高 位 ま で の 
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図 1. ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ (E) と ウス バシ ロ チ ョ ッ Ch) OMGTIER. 


高 さ b を 測定 し た . 両 種 の 比較 に は , ab の 値 を 用 いた . この 理由 は , ウス バシ ロ チ ョ ッ ウッ で は uncus 基部 
上 端 に 角 状 の 突起 が あり , し か も ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ に 比べ uncus は 短い の で , ab の 値 は 小さ い 値 を 
と り , ヒメ ウス ババ シロチョウ と は 顕著 な 違い が ある た めで ある . 

観察 を 行なっ た 個体 に つい て 表 1 に 示す . 個体 番号 の 頭 文 字 は , CGC が ウス バシ ロ チ ョ ウッ ウ , HH が ヒメ ウッ ゥ スバ 
シロ チョ ウ , F が 自然 雑種 , A が 人 工 交雑 個体 を 示す . 頭 文 字 の 後に 続く 数 字 は 産地 を 示し , 1000 番台 が 混 
棲 地 ( 穂 別 町 栄 ),2000 番台 が ウス バシ ロ チ ョ ウッ 単 棲 地 の 早来 町 駒 里 , 3000 番台 が ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ 単 
棲 地 の 札幌 定山渓 , 4000 番台 が 前 報 で 述べ た F」 (夕張 市 富野 産 ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウッ ざ メ ※ 江 別 市 野幌 産 ウ 
スバ シロ チョ ウ 告 ) と し た . 

観察 個体 は 極力 新鮮 な 個体 に 限っ た . また 混 棲 地 の 材 料 は 多数 の 自然 雑種 が 採集 で きた 穂 別 町 栄 の 個体 
に 限っ た . 混 棲 地 で は , 腹部 の 体毛 な どか ら 判 断 さ れ た ウス バシ ロ チ ョ ッ ウ 20 個体 , ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウ 
20 個体 , 自然 雑種 20 個体 の 計 60 個体 を 材料 と し , 体毛 の 色彩 の 特徴 に つい て は 表 1 に 記し た . 特に 自然 雑 
種 に つい て は , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ に 似 た や や 白色 の 強い 色彩 の も の か ら , ウス バシ ョ チョ ウ に 似 た 黄色 
の 強い 色彩 の も の まで ある の で , その 中 を 5 段階 に ラン ク 分 けし た . すなわち , 自然 雑種 と 判断 され た 個体 
の うち , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ に た 似 た 色彩 の 個体 シラ ンク ] と し , ウス バシ ロ チ ョ ウ に 似 た 色彩 の 個体 を ラ 
ンク 5 と し た . な お , F」 の 腹部 の 体毛 の 色彩 は , この ラン ク 分 け を 用 いれ ば 中 間 の 3 と な っ た . た だ し , c 
の ラン ク 分 け は あく まで も 自然 雑種 体毛 の 中 間 的 色彩 を 細分 し た も の で ある . し た が っ て , ウス バシ ロ チ ョ 
V, ヒメ ウス シロチョウ の 体毛 の 色彩 (それ ぞ れ 黄色 , 白色 ) に つい て は , こと の ラン ク 分 け を 用 いて 表現 
する こと は は できない 、 
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1. 被 検 個体 の 番号 , 採集 地 お よび 体毛 の 色彩 . 
ウゥ スバ シロ チョ ウッ ( 混 棲 地 ) 
採集 地 採集 年 月 日 黄色 毛 の 量 


個体 番号 


G1001 
G1002 
G 1003 
G1004 
G1005 
G 1006 
G 1007 
G1008 
G 1009 
G1010 
G1011 
G1012 
G1013 
G1014 
G 1015 
G1016 
G 1017 
G 1018 
G1019 


個体 番号 
F1001 
F1002 
F1003 
F1004 
F1005 
F1006 
F1007 
F1008 
F1009 
F1010 
F1011 
F1012 
F1013 
F1014 
F1015 
F1016 
F1017 
F1018 
F1019 
F1020 


穂 別 町 栄 1987Jun.14 普通 
^H ん ん 
ん ん ^ 
ク ^" ^" 
2 y 多量 
ク A 普通 
ク ん ク 
ク 1987Tun.20 ^" 
1 ^" や や 少量 
ん 7 普通 
^ ん ^" 
^ ^" 7 
ん ク ク 
A 7 E 
ク ク $] 
^ ^H ク 
^ ん 4 
^" ク ク 
^" ん ^ 

G 1020 ク ク " 
自然 雑種 ( 混 棲 地 ) 
採集 地 採集 年 月 日 体毛 の 色彩 

穂 別 町 栄 1987Jun.14 3 
ん 4 2 
" 1987Jun.20 4 
" 1987Jun.14 4 
ん ク 2 
ク ^ 4 
^ ^ 3 
^" ク 5 
^" ん 1 
ク ク 2 
” 1987Jun.20 1 
^" ん 1 
ク ^" 1 
^" ク 4 
ク ん 2 
^H ^H 2 
ク ん 3 
ク " 2 
ク ク 3 
^ ^" 5 

FATZ) 


個体 番号 交雑 組合 せ 羽化 年 月 日 体毛 の 色彩 


Parnassius 属 2 種 の 自然 雑種 雄 交尾 器 














A4001 夕張 江別 1986May 30 


A 4002 
A 4003 


ん 


ん 


1986May 29 


ん 


3 
3 
3 








H1001 
H1002 
H1003 
H1004 
H1005 
H 1006 
H1007 
H 1008 
H1009 
H1010 
H1011 
H1012 
H1013 
H1014 
H1015 
H1016 
H1017 
H1018 
H1019 
H1020 


G 2002 
G 2003 
G 2004 
G2005 
G 2006 
G 2007 
G 2008 
G 2009 
G2010 


H3002 
H3003 
H3004 
H3005 
H 3006 
H 3007 
H 3008 
H 3009 
H3010 


47 


ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ ウ ( 混 棲 地 ) 


ん 
^7 
ん 
ん 
^" 
VA 
^" 
^" 
^" 
ん 
^" 
^ 
ん 
ク 
UA 
^ 
ん 
^" 


^ 


ん 
ん 
ク 
ん 
^" 
ん 


穂 別 町 栄 1987Jun.14 


白色 
極少 し 黄色 
白色 
ク 
ヶ 
7 
極少 し 黄色 
白色 
の 
ク 
極少 し 黄色 
白色 
ク 
ヶ 
ヶ 


^ 


ウゥ ウス バシ ロ チ ョ ウ ( 単 棲 地 ) 


ん 
ん 
ん 
^" 
ん 
ん 
^" 
ん 


ん 


^ 
^" 
ん 
ん 
ん 
ん 
ん 
^ 
^ 


個体 番号 採集 地 採集 年 月 日 黄色 毛 の 量 
G2001 早来 町 駒 里 1987Jun.14 


多量 
普通 

^7 

ん 
多量 
普通 

^" 

Z 

ん 

KA 





ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ ( 単 棲 地 ) 


ん 
ん 
ん 


ん 





^" 
^7 
ん 
^" 
^7 
ん 
^7 
^" 


ん 


個体 番号 採集 地 採集 年 月 日 体毛 の 色彩 
H3001 札幌 定山渓 1986Jun.25 


白色 


^" 
ん 
ん 
ん 
^" 
ん 
ん 
ん 


ん 
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結果 と 考察 


l. uncus 周辺 の 形状 

図 2 に 検 鏡 し た 個体 の 一 部 の uncus 周辺 を 示す . 図 の よ うに , 混 棲 地産 で 体毛 か ら 判 断 さ れ た ウス ベ シ ョ 
チョ ウ , ヒメ ウス バン シロチョウ , 自然 雑種 個体 で は , 交尾 器 の 形態 に も 3 者 間 に 違 い が 認め られ た . 混 棲 地 
の ウス バシ ロ チ ョ ウッ は, 単 棲 地 の も の と 差異 が な か っ た ,. また , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ も 同様 で あっ た . 体 
毛 の 色彩 か ら 自 然 雑種 と 判断 され た 個体 で は , 体毛 の 色彩 に 変異 が み ら れ た が , 交尾 器 も 同様 で 大 き な 変 異 
が 見 られ た . し か し , これ ら の 個体 は 全て 交尾 器 も また 中 間 的 で , ウス バン シロ チョ ウゥ ある い は ヒメ ウス バシ 
ロ チ ョ ウ と 同じ 形状 の 交尾 器 を 持つ 個体 は 認め られ な か っ た . た だ し , sociuncus 上 部 の 突起 に は か な り 大 
き な 変 異 が あり , F1014 は ウス バシ ロ チ ョ ウ と は 異な る 形 の 突起 が あっ た . この 個体 は , uncus が 短く bra- 
chium は 長い な ど と や や ウス バシ ロ チ ョ ウ に た 似 た 形状 の 交尾 器 を 示し て お り , また 体毛 も 4 で や や ウゥ スベ シン 
ロ チ ョ ウ に 似 た 外部 形態 を 示し て いる . 一 方 , F 1016 は 突起 部 が 緩やか で 丸く , brachium は uncus よ り 短 
いな ど ヒ メ ウ スパ シロ チョ ウ た 似 た 形状 を 示し た . この 他 の 自然 雑種 個体 の 交尾 器 は , 人 工 交雑 に よっ て 得 
られ た F,」 に ほほ 似 た 形状 を 示し た . 

2. ab 値 

表 2 に 全 個 体 の き b 値 を 示す . 単 棲 地 産 の み ウス バシ ロ チ ョ ウゥ の ab 値 が 1.45 で ある の に 対し , ME 
地産 の ほ と メ ウス バシ ロ チ ョ ウッ で は 約 2 倍 の 2.90 で , 値 の 範囲 は 明確 に 分 れ 重複 する こと は な い . 混 棲 地産 
の ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , 自然 雑種 の ab 値 は それ ぞ れ 1.43, 2.81, 2.03 で , 値 の 
範囲 は 重複 する こと と は な く ( 図 3), この 三 者 間 も ま た 明確 な 違い が 認め られ る . 自然 雑種 の 最大 は 前 述 の 
F 1016 で 2.40, 最小 は F 1014 で 1.70 で あっ た . この よう に , uncus 周辺 の 形状 と ab 値 お よび 体毛 の 
色彩 か ら 推定 する と , F 1016 は ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ッ ウ の 遺伝 子 を F, よ り 多 く 持 っ て いる 可能 性 が ある . 逆 
cC, F 1014 は ウス シロチョウ の 遺伝 子 を F」 よ り 多 く 持 っ て いる 可能 性 が ある . すなわち , 混 棲 地 の 自 然 
雑種 の 中 に は 以外 の 雑種 も 含ま れ て いる 可能 性 が ある . 

また , 単 棲 地 と 混 棲 地 の ウス バシ ロ チ ョ ウッ の ab 値 を 統計 的 に 検定 し た と ころ (【t- 検定 ), 5 % 水 準 で 


表 2. ab 値 の 測定 結果 . 
個体 番号 a/b 値 個体 番号 a/b 値 個体 番号 a/b 値 個体 番号 a/b 値 個体 番号 4 ン b 値 























G1001 1.41 H1001 2.83 F1000 2.00 G2001 1.58 H3001 2.78 
G1002 1.39 H1002 2.80 F1002 2.09 G2002 1.46 H3002 2.78 
G1003 1.44 H1003 3.18 F1003 2.08 G2003 1.52 H3003 2.74 
G 1004 1.39 H1004 2.80 F1004 2.18 G2004 1.19 H3004 — 2.84 
G1005 1.46 H1005 2.72 F1005 2.00 G2005 1.48 H3005 2.89 
G1000 1.39 H1006 2.74 F1006 1.85 G2006 1.31 H3006 2.67 
G 1007 1.54 H1007 2.84 F1007 1.96 G 2007 1.42 H3007 2.90 
G1008 1.37 H1008 2.62 F1008 2.04 G2008 1.40 H3008 3.17 
G1009 1.25 H1009 2.67 F1009 2.00 G 2009 1.54 H3009 2.94 
G1010 1.44 H1010 2.80 F1010 2.29 G 2010 1.56 H3010 3.81 
G1011 1.48 H1011 2.55 F1011 2.1 

G1012 . 1.58 H1012 3.29 F1012 1.80 1.45 2.90 
G1013 1.46 H1013 2.94 F 1013 1.96 

G1014 1.46 H1014 2.85 F1014 1.70 ーー 

G1015 1.48 H1015 260 F1015 19 FPES a/bí& 

G1016 1.57 H1016 2.79 F1016 2.40 A4001 2.05 

G1017 1.44 H1017 2.78 F1017 2.14 A4002 2.00 

G1018 1.35 H1018 3.06 F1018 1.92 4.4003 1.99 

G1019 。 1.31 H1019 2.55 F1019 2.08 "E 

G 1020 1.37 H1020 2.80 F1020 2.08 

FHE 1.43 2.81 2.03 
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A 4001 A 4002 A 4003 


N2. EZEZ Cuncus 周 辺 ). G 1001 一 G 1020 : 混 棲 地 の ウ スバ シロ チョ ウ , H1001— 
H 1018 : 混 棲 地 の ヒメ ゥ スバ シロ チョ ウッ , F 1003 一 F 1019: 混 棲 地 の 自然 雑種 , G 
2001— G 2009 : 単 棲 地 の ウス バシ ロ チ ョ ウッ ウ , H300-—H 3007: 単 棲 地 の ヒメ ウス バ 
シロ チュウ , A 4001 一 A 4003 : Fi( と ヒメ ウ スパ シロ チョ ウ ず の メ ウ スペ シロ チョ ウ 学 ). 


分 散 , 平均 値 と も 有意 差 が 認め られ な か っ た . ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ $ ゃ 同様 で , 単 棲 地 と 混 棲 地 の 間 に 有意 
差 は 認め られ な か っ た . これ ら の 点 か ら , 両 種 に 遺伝 質 浸透 が 起 と っ て いる 可能 性 は 低い こと が 考え られ 
5. な お , 図 4 に 示し た よう に , 体毛 の 色彩 ラン ク と ab 値 と は 相関 が な いよ う で ある . 

自然 雑種 と 人 工 交雑 に よる F」 の a/b 値 も , F, の 被 検 個体 数 が 3 頭 と 少な い の で 正確 で は な い が , 二 者 間 
に 有意 差 が 認め られ な か っ た . 

以上 の 点 か ら , 雄 交尾 器 の ab 値 で みる 限り , 混 棲 地 の 自 然 雑 種 の 多く は 両 種 の F, 雑 種 ある い は 戻し 交 
雑 個体 と 判断 され る が , 少な いな が ら こ れ ら 以外 の 雑種 も 混入 し て いる 可能 性 が 高い . また , BEBE 7 7. 
バシ ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス シロチョウ は , それ ぞ れ 単 楼 地 の ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ と 同 
じ で 遺伝 質 浸透 の 発生 し て いる 可能 性 は 低い と 考え られ る . 
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図 4. 自然 雑種 の 体毛 の 色彩 と a ン b 値 の 関係 . 
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Summary 


The male genitalia of Parnassius glacialis, P. hoenei and their natural hybrids in the sympatric 
habitat were compared with those of each species in the allopatric habitat. In the sympatric habitat, 
means of a/b value (Fig.1) were 1.43, 2.81, 2.03, respectively, and the range was not overlapped each 
other. The value of P. glacialis in the sympatric habitat was nearly the same as that in the allopatric 
habitat(1.45). The same statement is true for P. hoenei(2.90). Natural hybrids, which were judged 
from the abdominal hairs, had the external genitalia of intermediate feature. However, there was one 
specimen with a processed sociuncus which is different from P. glacialis, and one specimen with a long 
and slender sociuncus that is slightly similar to P. hoenei. In addition, some hybrids such as F, hybrids 
and backcrossed individuals seem to occur in the fields, and it seems probable that introgression does 
not occur. 
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